





(postula te)として言及する論者もいれば，基礎概念 (basicconcept) として
































































































第一に， R. J・チェンパース C4)， p. 530)は，伝統的継続企業概念の
特質のーっとして「財産は取り消し不能な目的に捧げられること」つまり「資
産は当初の利用目的のために保有し続けられること」を指摘している。そし























て， R. J・チェンパース C(4)， pp.530-531)は，次のように述べている。










































R.R・スターリング C(8)， p. 497)によれば，継続企業概念は会計にと
って必要ではないし，歴史的原価評価となんの関連もないので，それは現行実
務になんの影響もなく追放されうるであろうと主張されている。 R・R・スタ
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